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2.建設業のあるべき姿

国内外におけるコンプライア
ンス研修の実施（外国人職
員を含む全役職員対象）

全役職員が法令遵守はも
とより、社会的規範・企業
倫理を尊重し、常に誠実な
姿勢で行動するために

全役職員（外国人職員を含む）が法令遵守はもとより、社会的規範・企業倫理を尊重し、
常に誠実な姿勢で行動するように、コンプライアンス研修を国内外で行っている。国際部
門でもアジア及びアフリカの国々で、当社役職員が遵守すべき「行動規範」「贈収賄防止
法」「競争法」「ソフトウェアの適正使用」「情報漏洩防止」等についてケーススタディを交え
ながらのディスカッション型研修を実施している。

五洋建設 ● 〇 〇 〇
https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_12.pdf

・品質方針の策定と品質マネ
ジメントシステム推進体制の
構築

・営業、設計、施工、アフターケアの各段階で顧客満足の向上に向けた生産活動に取り組
む

安藤･ハザマ
https://www.ad-
hzm.co.jp/sustainabi
lity/quality/

顧客満足・社会的信頼の確
保
（お客さまアンケートとアフ
ターケアの実施）

お客さまに満足してお使いいただけるものづくりにつなげるため、当社がつくり上げた構築
物に対するご意見をお聞きする「お客さまアンケート」を竣工時と定期点検時に実施してい
る。このアンケートの評価項目（営業、設計、施工、品質、安全、環境およびアフターサー
ビス等）に対してお寄せいただいたご意見から、営業活動〜設計・施工〜引き渡し〜アフ
ターケアに至るまで、当社の業務へフィードバックを行い改善に取り組んでいる。

奥村組
OKUMURA 
CORPORATE 
REPORT 2021 P40

顧客満足度調査・工事成績
評定等の分析と改善を実施

顧客満足度の向上

顧客満足度調査結果および工事成績評定等を集計・分析し、高評価、低評価の項目を把
握している。取りまとめられた分析結果は、各支店、工事事務所へ各種会議を通じて周知
している。
特に、調査の中で低評価だった項目については、その原因と対策を明確にした資料を作
成するとともに、全社を挙げて改善できる体制を構築し、より一層、顧客満足度の向上を
目指している。

五洋建設 〇 ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/society/cons
umer.html

内部通報対応窓口（コンプラ
イアンスホットライン）の整備
と運用

コンプライアンス経営

当社は、法令や企業倫理に反する行為についての通報・相談制度として、鉄建建設グ
ループと取引先の役員・社員を対象とする「内部通報制度」を整備しコンプライアンス経営
の強化を図っている。内部通報の窓口となる「コンプライアンスホットライン」は、社内と社
外（外部コンサルティング機関）に設置し、通報先などを記したポスターの作成や配布、社
内研修を通じて周知を図っている。

鉄建建設 ○ ● ○
https://www.tekken.
co.jp/sustainability/
governance/complia
nce.html

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_12.pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/partner
/compliance/index.h
tml

「コンプライアンス相談窓口」
「ハラスメント相談窓口」の設
置（協力会社社員も含む、匿
名通報も受付）

コンプライアンスの徹底、
ハラスメントの撲滅

役職員・出向社員・派遣社員・退職者・協力会社社員等が、社内窓口の他、社外窓口（弁
護士）へも相談できるように整備している。匿名による相談も受け付けている。
相談に対しては、相談者・被害者の保護を徹底した上で事実関係の調査を行い、適切に
是正している。
また、具体的事例を題材としたディスカッションを行う等全社教育を充実させ、再発の防
止、安全・安心な社会実現に努めている。

五洋建設 〇

SDGｓ17の目標

〇〇 ●
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SDGｓ17の目標

2-1.環境への対応

社員の環境系資格の取得を
支援

「eco検定」を社内の必要資格として位置付け、取得を推進している。 東亜建設工業

環境教育の整備 環境社会検定試験（eco検定）の取得推進（取得費用の精算と奨励金の支給）。 鉄建建設

「エコ・ファースト制度」におけ
る約束を更新

マテリアリティ（重要課題）
の解決を通じて持続可能な
社会の実現を目指す。

・SBTの目標に基づく2050年カーボンニュートラルを実現
・廃棄物の再資源化100％を目指し、建設副産物の2050年ゼロを推進
・生物多様性行動指針に基づき、強靱で持続可能な街づくりに貢献
・すべてのステークホルダとのパートナーシップを構築

戸田建設 ●

SBTイニシアティブより認定
温室効果ガス排出削減目標
を1.5℃水準に更新

事業活動によるCO2排出
量の削減目標を設定し、持
続可能な社会の実現に向
けて取り組む。

事業活動における温室効果ガス削減については、スコープ1、2の大半を占める建設現場
での燃料や電気の使用に伴う排出の削減活動を行う（スコープ１＋２で「1.5℃水準」）。さ
らに、製造に関わる温室効果ガス排出の少ない資材の活用やZEB（ネット･ゼロ･エネル
ギー･ビル）の普及拡大によりスコープ3の削減に取り組む（スコープ３で「WellBelow2℃：
WB2℃水準」）。

戸田建設 ●
温室効果ガス排出
削減目標を「1.5℃水
準」に更新（戸田建
設）

SBT認定取得
CO2排出量削減の取組み
を推進し、サステナブルな
社会の実現に貢献

2022年5月に策定した2030年度のCO2排出量削減目標（Scope1＋2：△50％、Scope3：△
30％）について、SBTi (The Science Based Targets initiatives)より、「1.5℃水準」の認定を
取得した。

五洋建設 ●
https://www.penta-
ocean.co.jp/news/2
022/221227-1.html

カーボンニュートラルを目指
た取り組み

環境との調和

当社は、「環境コンセプトブック」を公表し、2050年のあるべき姿を提案し、それを実現する
ための環境建築の取り組みを明示した。2011年に発生した東日本大震災では、自然の猛
威を思い知らされることとなり、改めて自然やエネルギーとの向き合い方を根本から見つ
め直す教訓を得て、2014年に「環境コンセプトブック」を一部改定するとともに、2022年12
月にはCO2削減長期目標を見直し、2050年に排出量実質ゼロとすることを宣言、特に
2030年までのCO2削減の具体的な道筋を示すとともに、「環境コンセプト」の後半部分を
「ライフサイクルCO2ゼロからカーボンニュートラルな社会の実現を目指す」とし、全面改
定している。

環境コンセプトブック 竹中工務店 ● ○ ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/envi
ronmental-concept-
book/

SDGｓ定着へ向けた取り組み 環境との調和

「SDGs BOOKLET」は、当社の役員、従業員がSDGsの理解を深め、自らが率先してSDGs
を体現し、達成に貢献できることを目的に製作したものである。
内容は、「SDGsとは」から始まり、当社の重要課題（マテリアリティ）との関係を明らかに
し、取り組み事例により、誰にもわかりやすく伝えるものとなっている。

SDGs BOOKLET 竹中工務店 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/sdgs
booklet/
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SDGｓ17の目標

2-1-1.施工時CO2削減

BDF(バイオ・ディーゼル燃
料) の建設現場での活用

BDF使用によるカーボン
ニュートラル効果でCO2排

出量をゼロカウント
廃食用油から生成したBDF燃料を建設現場の建設機械や発電機等で使用。 日建連会員各社 ● ○ ○

バイオディーゼル燃
料の建設現場使用
推進に向けた取り組
み (tkeng.co.jp)

建設現場クローラークレーン
でのユーグレナ社次世代バ
イオ燃料使用開始

BDF使用によるカーボン
ニュートラル効果でCO2排

出量をゼロカウント

ユーグレナ社製BDF「サステオ」は、バイオマスを原料としながらも、石油由来の軽油と分
子構造が同じため、内燃機関を変更することなく使用できる次世代バイオディーゼル燃
料。燃料を使用する段階ではCO2を排出するが、原料であるバイオマスが成長過程で光
合成する際にCO2を吸収するため、排出するCO2の量が実質的にはネットゼロとなり、
カーボンニュートラルの実現に貢献する技術として期待されている。

清水建設､ﾕｰｸﾞﾚ
ﾅ

●

ヒートパイプを用いたパイプ
クーリング工法

エネルギーを用いずマスコ
ンクリートを冷却

マスコンクリートの熱ひび割れ防止のため、これまでは水冷式のクーリング工法が用いら
れてきたが、ポンプにより水を数日間連続で循環させる必要があり、電力消費が多くなっ
ていた。これをヒートパイプに変えることで、動力を全く使うことなく、クーリングが出来る。

鉄建建設 ● ○ ○
http://www.tekken.c
o.jp/tech/kouzo/det
ail006.php

環境データ評価システム
「edes」

CO2排出量削減に向け、全
ての現場で施工中に発生
するCO2排出量等を見える
化

現場ごとの施工CO2排出量、建設廃棄物発生量、水使用量を月単位で集計して見える化
する環境データ評価システム。
施工CO2排出量などの実績値を月単位で把握し、削減目標とのかい離や削減策の効果
が確認できる。

鹿島建設

全ての建築現場で
施工中に発生する
CO2排出量等を見え
る化 | プレスリリー
ス | 鹿島建設株式
会社 (kajima.co.jp)

全国の作業所で低炭素施工
システム（TO-MINICA）を運
営

作業所でのCO2排出を削
減

設計図・施工図に基づくCO2排出量の算出から、削減計画の策定までを行う。
「省力・省資源・省エネ工法の採用」「省燃費運転の推進」「建機のハイブリッド化、高性能
化」「トラック・乗用車の燃費向上」「BDF（バイオディーゼル燃料）の使用」「燃料の脱炭素
化」「再生可能エネルギー電力の使用」「省力化・工業化・複合化推進」の項目をテーマに
設定した62の削減メニューの中から、各社行書の特性に合わせたものを選択。

戸田建設 ● 地球にやさしい施工
をします（戸田建設）

電力不要の高性能熱輸送デ
バイス「フィン＆ポール」

アルミニウムで構成した高
性能な熱輸送デバイスによ
り高品質なコンクリートを構
築する技術

コンクリート打設後の冷却を簡便に行う高性能な熱輸送デバイスで、小さな温度差で多量
の熱輸送が可能なヒートパイプと、熱伝導性の高い金属であるアルミニウム材料による集
熱パイプと放熱フィンからなる高性能な熱輸送デバイスで構成され、電力などの動力源は
不要、かつメンテナンスフリーで長期間使用可能、簡便に温度ひび割れのリスクを低減
し、高品質なコンクリート構造物を構築する。

　
ﾌｼﾞﾀ･日軽産業･
日軽金ｱｸﾄ

● ○ ○
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3196/

http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tkeng.co.jp/pdf/20150121163421.pdf
http://www.tekken.co.jp/tech/kouzo/detail006.php
http://www.tekken.co.jp/tech/kouzo/detail006.php
http://www.tekken.co.jp/tech/kouzo/detail006.php
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201907/11m1-j.htm
https://www.toda.co.jp/solution/ecology_arch/construction.html
https://www.toda.co.jp/solution/ecology_arch/construction.html
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3196/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3196/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3196/
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SDGｓ17の目標

工事仮設電力へのグリーン
電力証書適用推進

工事仮設電力のカーボンフ
リー化推進

2020年度より全国の建築・土木現場での仮設電力へのグリーン電力証書の適用を推進、
拡大中。2022年8月時点で、延べ27現場、累計12GWhの工事電力に適用。
グリーン電力証書は子会社であるスマートエコエナジー(株)より調達、同社は再生可能エ
ネルギー発電所で発電された電力に含まれる「環境価値（CO2フリー）」を証書化してい
る。購入者は証書に記された電力量を使用電力に充当することで、再生可能エネルギー
を使用したと見なされる仕組み。

清水建設､ｽﾏｰﾄｴ
ｺｴﾅｼﾞｰ

○ ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2021/2021
007.html

建物の施工時におけるCO2
削減

脱炭素社会の実現

当社は、2023年２月1日以降に着工する作業所において、原則として再生可能エネルギー
由来のグリーン電力を採用した。グループ全体としてのCO2削減長期目標を設定した中、
第一目標である2030年のCO2排出量の削減目標（2019年比、スコープ１＋２において
46.2％削減）達成に向け、施策推進および意識向上を図るとともに、「CO2排出量モニタリ
ングシステム」の導入と「CO2削減看板」の仮囲いへの設置を行う。

CO2削減看板

竹中工務店 ○ ○ ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/news/2023
/02/01/

建物の設計・施工によるCO2
削減

脱炭素社会の実現

当社は、「北海道地区FMセンター（お客様の事業展開・施設運用などＦＭ（ファシリティマ
ネジメント）の視点からの企画からアフターサービスに至る支援業務をおこなう北海道支
店の中核拠点）」の建て替えにあたり、脱炭素社会を目指した非住宅分野の建築におけ
る木材利用を推進することを目的に、木造木質中規模ウェルネスオフィス（利用者の健
康、快適性の維持・増進を支援する建物）を実現した。北海道の亜寒帯気候に適合した道
内トップクラスの環境性能を持つことに加え、働く人の健康増進や生産性向上にも貢献す
る。

北海道地区FMセンター内部

竹中工務店 ○ ● ○
https://www.takena
ka.co.jp/news/2022
/01/03/

軽油代替燃料GTLの
使用

CO2排出量の削減
工事用電力の供給が非常に困難な山深い山間部で「環境配慮型燃料」の利用を検討し、
天然ガス由来の環境配慮型軽油代替燃料GTL（Gas to Liquid）を使用した発電機による
電力供給を実施している。

軽油代替燃料（GTL）を現場に導入

竹中土木 ○ ○ ●

https://www.takena
ka-
doboku.co.jp/wp-
content/themes/ill/
img/page/company/
pdf/report2022.pdf

錢高組・矢作建設工業式鉄
骨梁横座屈補剛工法（ＹＺ補
剛工法）

鉄骨梁の横補剛材の省略
が可能に

鉄骨梁に対して、その上部に接合されている鉄筋コンクリートの床による補剛効果を評価
し横座屈を防止することで、従来必要であった横座屈補剛材の省略やその接合部加工の
省力化を可能にする工法「錢高組・矢作建設工業式鉄骨梁横座屈補剛工法」（略称：ＹＺ
補剛工法）を開発した（特許出願済み）。

錢高組 ● ○ ○
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech82
.html

https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.shimz.co.jp/company/about/news-release/2021/2021007.html
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/02/01/
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/02/01/
https://www.takenaka.co.jp/news/2023/02/01/
https://www.takenaka.co.jp/news/2022/01/03/
https://www.takenaka.co.jp/news/2022/01/03/
https://www.takenaka.co.jp/news/2022/01/03/
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.takenaka-doboku.co.jp/wp-content/themes/ill/img/page/company/pdf/report2022.pdf
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech82.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech82.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech82.html
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SDGｓ17の目標

2-1-2.資源循環

カエルドグリーン工法
建設発生土や表土を植生
基盤材として有効活用す
る法面緑化工法

これまで廃棄処分されることの多かった建設発生土（掘削土・濁水処理ケーキ・浚渫土）
や有効活用が困難とされてきた自然表土などを、植物由来の中性改質材を添加すること
により、空気圧送が可能という施工性と植生土壌に必要な保水性や通気性を兼ね備えた
植生基盤としてリサイクル活用する新しい法面緑化工法。

前田建設工業 ○ ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/tech_service/
detail/kaerudogurink
oho.html

低炭素・脱炭素コンクリート
の採用推進及び開発

上流サプライチェーン・材
料製造時のCO2削減

建設業や発注者にとって上流のサプライチェーンの一つであり、建設業における主要な材
料であるコンクリートの製造に伴うCO2の排出量削減のため、新たなコンクリートの採用推
進及び技術開発に取り組んでいる。
具体的には、再生骨材の利用、高炉スラグやフライアッシュの混合、更にはジオポリマー
溶液、炭酸カルシウム、バイオ炭など、さまざまな特殊な混和材やアミン化合物の塗布剤
によってCO2を削減・吸収する。

日建連会員各社 ● ○
https://www.nikkenr
en.com/publication/
detail.html?ci=237

津波堆積物および混合廃棄
物の浄化技術

津波堆積物と、ふるい下に
集められる多量の廃棄物
や有害物質を除去し、より
良質な土木資材（洗浄砂、
洗浄礫）を生成

この施設の濁水処理の過程で不溶化剤を添加し、有害物質の溶出抑制を行うことで、海
面埋立材などの土木資材として利用する。

鹿島建設 ● ○
https://www.kajima.
co.jp/tech/indust_w
aste/waste/index.ht
ml#pagetop

家畜ふん尿由来水素を活用
した水素サプライチェーン実
証事業

バイオガスの新たな用途と
して水素利用の有効性、家
畜ふん尿による環境汚染
や廃棄物の課題解決・CO2 

排出削減

北海道河東郡鹿追町に家畜バイオマス由来の水素製造供給施設「しかおい水素ファーム
Ⓡ」を設置し、鹿追町ならびに帯広市において家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプ
ライチェーンを実証するもの。

鹿島建設､ｴｱ･
ｳｫｰﾀｰ､日鉄
P&E､日本ｴｱｰﾌﾟﾛ
ﾀﾞｸﾂの4社共同
実施

● ○ ○ ○

鹿追町環境保全セ
ンターバイオガスプ
ラント | 仕事・産業 | 
北海道 十勝 鹿追町
のホームページ 
(shikaoi.lg.jp)

下水汚泥から水素生成

東京下水道局の研究施設
に水素製造装置を設置し、
下水汚泥を乾燥後、加熱
によって発生したガスから
水素を生成

1)下水汚泥の乾燥にボイラーではなく、ガス発生装置の排熱等を利用する。2) 改質により
水素を含んだ空気を作ることで発生するCO2を園芸向けに利用するなど、CO2貯蔵・回収

する。3) 生成した水素は発電燃料としてガス発生装置の電力源としても再利用する。
下水汚泥を利用するため原材料コストはゼロに近く、下水汚泥処理費用をむしろ資金とし
て収受できガス化設備費用が掛かってもコストは割安で済む。

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌﾞﾙｰｴﾅ
ｼﾞｰ､戸田建設､東
急建設､千代⽥
建⼯

○ ● ○ ○ ○

下水汚泥から水素
製造画期的技術の
共同研究に着手 | 
新着情報 | 戸田建
設 (toda.co.jp)

ウッドベース工法
伐採木の緑化基盤材への
有効利用技術

伐採木をチップ状に破砕した後、堆肥化を行い、法面等への緑化基盤材として有効利用
を図る工法。堆肥化後、概ね30mm以下のチップは法面吹付などに利用できるほか、
30mm以上のチップは土壌改良材やマルチング材などに有効利用が可能。産業廃棄物と
なる伐採材の処分が不要となる上にバーク堆肥などの購入材を節約できる。

前田建設工業 ○ ○ ●
https://www.maeda.
co.jp/tech_service/
detail/uoodbasekoh
o.html

https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/kaerudogurinkoho.html
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=237
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.town.shikaoi.lg.jp/work/biogasplant/
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.toda.co.jp/news/2021/20210303_002903.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/uoodbasekoho.html
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SDGｓ17の目標

LIMEX製不燃化天井材
天井材の軽量化、不燃化、
マテリアルリサイクル

TBMが開発した石灰石を主原料とするエコ素材「LIMEX製中空シート」を金属箔複合シー
トで不燃化した天井材を開発し、国土交通大臣が定める不燃材料認定を取得。LIMEX製
中空シートは、従来のプラスチックと比較して製造時のCO2排出量を削減。また、不燃化
のために表面に貼った金属箔複合シートは、剥がすだけで基材と分離できるため、LIMEX
としてのマテリアルリサイクルも可能。

大林組､TBM ○ ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220425_1.h
tml

環境配慮型コンクリート「エコ
クリート®R3」

廃棄処分していた戻りコン
クリートを原材料として再
利用

これまで有効な手段がなく廃棄処分していた戻りコンクリートを原材料として再利用し、資
源循環を図りながらCO2排出量を抑える画期的な環境配慮型コンクリート。

鹿島建設 ○ ●

環境配慮型コンク
リート「エコクリート®
R3」、初の大規模適
用 | プレスリリース | 
鹿島建設株式会社 
(kajima.co.jp)

燃焼灰の再資源化した土質
改良材

木質バイオマス発電所燃
焼灰の再資源化

木質燃焼灰の一部には、重金属が含まれており、土壌環境基準を満たしていないことか
ら、現在、ほとんどは産業廃棄物として適切に埋立処分されているが、その木質燃焼灰を
適切に処理することで土壌環境基準を満たす土質改良材を開発、水を多く含んだ軟らか
い土と混合しても化学反応を起こさず水を吸収、土質改良に効果的であることを把握、工
事現場における土質不良箇所へ適用可能となる。

　 ﾌｼﾞﾀ･九州電力 ○ 　 　 　 　 ● 　 ○ 　 　

https://www.fujita.c
o.jp/_wp/wp-
content/uploads/20
22/10/Release2022
1017.pdf

～使った分は植えて育てる、
「シミズめぐりの森」プロジェ
クト～

循環型の木材活用に向け
た植林・育林活動

群馬県川場村において、今後の需要拡大が見込まれる木造・木質建築物に利用する木
材の循環調達を推進する取り組み「シミズめぐりの森」プロジェクトを開始。当プロジェクト
は、木材を消費する需要家側が森林資源の再生に主体的に取り組み、循環型の木材活
用を推進するもの。具体的には、川場村の村有地3haを当社が植林地として借り受け、最
大50年間にわたり、自社事業で利用する木材を産出する森林の育成に取り組む。活動の
一環として、現在、建替工事を進めている当社東京木工場（江東区木場）の建材の一部に
川場村産の木材を活用する予定。

清水建設 ●

https://www.shimz.c
o.jp/company/about
/news-
release/2022/2022
049.html

https://www.nipponr
oad.co.jp/technique
/list/environment/p
roduct18/

https://www.nipponr
oad.co.jp/technique
/list/environment/p
roduct19/

資源循環 循環型社会への貢献

SDGsや脱炭素が重要な社会課題になる中、当社は様々なソリューションで解決を図って
いる。例えば、敷地内で生ごみを処理し、生成したバイオガスをエネルギーとして利用する
「メタファーム®」。あべのハルカスでは3トン/日の生ごみを安定的に処理しているほか、よ
り少量の生ごみにも対応できる小型のシステムが2021年秋に運転を開始している。

メタファーム®

竹中工務店 ● ○ ○ ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/es_r
eport/pdf/2022/all.
pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_10.pdf

https://calcia.jp/gro
up/index.html

● ○ ○○

港湾で発生する軟弱な浚渫土にカルシア改質材等を混合することで、浚渫土の物理的・
化学的性状を改善する技術である。
軟弱浚渫土の強度を改善し長期耐久性を確保するほか、有害物質の溶出や汚濁発生を
防止・抑制するという特徴がある。
このような特徴を生かして、埋立材や護岸裏込め材、航路埋没対策の潜堤材などとして
活用されている。
また、コンクリートよりも生物が定着しやすいため、漁礁・藻礁としても活用されている。

カルシア改質土
研究会（日本製
鉄、五洋建設ほ
か12社）

浚渫土の有効利用
（カルシア改質土）

港湾工事で発生する浚渫
土を処分することなく有効
利用することで、資源循環
に貢献

○ ○ ○ ●廃PETのリサイクル
舗装100平方メートル当たり約1500本分のペットボトルが再利用しながら、従来の高耐久
性舗装の半たわみ舗装と同等のコストで施工でき、耐久性は半たわみ舗装を上回る性能
を有する。

日本道路
廃ペットボトル入りアスファル
ト舗装

https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220425_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220425_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220425_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220425_1.html
https://www.kajima.co.jp/news/press/201901/17a1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201901/17a1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201901/17a1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/201901/17a1-j.htm
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31日）

SDGｓ17の目標

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/
pdf/2022_10.pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/tech/civil/oceani
c/watol.html

2-1-3.生物多様性の保全・森林・海洋環境の保全

生物多様性やブルーカーボ
ンに寄与する海洋生態保全

消失が危惧される地域固
有の大型海藻類を再生・保
全

藻場の形成に欠かせない大型海藻類を、いつでも大量培養できる技術。 鹿島建設 ○ ●

消失が危惧される地
域固有の大型海藻
類を再生・保全 | プ
レスリリース | 鹿島
建設株式会社 
(kajima.co.jp)

グリーンインフラによる持続
可能な地域づくりへの貢献
（「グリーンインフラ＋
（PLUS）」）

自然の恵みを地域全体に
還元する事業の展開

エコロジカルランドスケープ手法などを活用したグリーンインフラ整備に、自社が持つソフ
トや技術を「＋」する独自のコンセプト「グリーンインフラ＋」を展開。社外組織とも連携を図
り、人と生き物がいきいきと共生できる持続可能な社会の実現を目指す。

清水建設 ● ● ● ● ● ● ● ● ● https://www.shimz.c
o.jp/greeninfraplus/

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/proo
e1986/17/0/17_0_1
53/_article/-
char/ja/
https://www.mlit.go.j
p/common/0010488

https://www.mlit.go.j
p/common/0010488
49.pdf

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/jscej
oe/73/2/73_I_845/_
article/-char/ja/

https://www.jstage.j
st.go.jp/article/kaiga
n/68/2/68_I_1191/_
article/-char/ja/

○ ○●

鹿島建設､東亜
建設工業､五洋
建設､国土交通
省港湾局

生物共生護岸
直立護岸に生物生息場と
しての機能を付加し、生物
多様性や海域環境を保全

○ ●

食品関連会社等から排出
される有機性廃棄物を処
分することなく有効利用す
ることで、資源循環に貢献

食品関連会社等から排出される有機性廃棄物を原料として、堆肥を製造・販売する事業
を行っている。
事業の特徴は以下のとおり。
・自動攪拌機と強制送気により、受け入れた食品廃棄物を約１ヵ月かけて一次発酵させ、
その後約３ヵ月間さらなる発酵・熟成を行って完全な堆肥を製造。
・製造場所は、多くの食品関連会社の集積する阪神地区の至近に位置し、高速道路のイ
ンターチェンジからのアクセスも良いため、廃棄物の運搬コストの削減に貢献。

運河など浅場や傾斜堤を配置できない狭い海域や老朽化した既設護岸の補修・耐震補
強をする場合に合わせて、直立の既設護岸に生物の生息場となる構造を付加し、生物共
生護岸とすることで、その海域の生物多様性の向上や水質の改善を期待することができ
る。

食品リサイクル事業

●
五洋建設（ジャイ
ワット）

建設発生土・建設汚泥リサイ
クル事業

海運拠点を整備して広域
ネットワークを構築し、土砂
の資源活用に貢献

建設発生土や汚染土壌、建設汚泥の有効利用のために、海運拠点を整備して広域ネット
ワークを構築し、土砂の資源活用を進めている。
発生土の集積・中間処理・積出を行うためのセンターを、市川市・横浜市・名古屋市で運
営することによって、都市部における大量の発生土の輸送距離を縮減。
また、大型船舶が着岸可能な岸壁を使用することで、土砂の大量輸送を可能としている。

五洋建設（三木
バイオテック）

○○

● ○○
五洋建設、横浜
国大の共同開発

浚渫土、汚泥等の有効利用
（吸水性泥土改質材：ワトル）

港湾・河川・湖沼での浚渫
土や、陸上の掘削工事にと
もなって発生する泥土や汚
泥を、処分することなく有効
利用することで、資源循環
に貢献

吸水性泥土改質材「ワトル」は、製紙会社から発生するペーパースラッジ焼却灰に特殊薬
剤を混合し水和処理した製品で、吸水による物理的改質（瞬時の改良効果）に加え、時間
経過にともなう化学的改質（緩やかな強度発現）を持ち合わせている。
これまで利用が進まなかった軟弱な浚渫土や泥土、汚泥を処分することなく有効利用する
ことが可能となる。

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/

pdf/2022_10.pdf

https://www.penta-
ocean.co.jp/compan
y/csr/report/2022/

pdf/2022_10.pdf

https://www.penta-ocean.co.jp/company/csr/report/2022/pdf/2022_10.pdf
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（閲覧日：2022年3月

31日）

SDGｓ17の目標

オンラインGISを使用した生
息記録と保全対策

低コストで効率の良い自然
環境の保護や生物多様性
の保全

建設現場に生息する動植物の情報をスマートフォン等のGPS機能付き携帯情報端末を使
用して、現地でGISに記録し、オンラインで関係者に情報共有する動植物管理手法を開
発。

ﾌｼﾞﾀ ● ●
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3100/

森コンシェルジュの開発
生物多様性向上に配慮し
た緑地の創出

裸地から「鎮守の森」ができるまでの過程で見られる多様な植生及びその主な植物の種
類を地域ごとにデータベース化し、地域性に考慮した植生やそこに用いる植物の種類を、
迅速に提案できる緑地計画ツール。

大成建設 ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
017/170704_3596.ht
ml

いきものコンシェルジュの開
発

生き物の飛来可能性を予
測し、生物多様性に配慮し
た空間づくりを実現

樹林や草地などの緑地や水辺などの周辺環境の評価と、計画地内の環境評価により、飛
来可能な生物の種類を予測することで、生物多様性の評価を行う。

大成建設 ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
013/130805_3454.ht
ml

水辺コンシェルジュの開発
水辺に生息する希少動植
物の保全

里山の水辺に生息する希少動植物を対象とし､保全に必要な日照、水域、土質等の環境
条件や代償地などに関する生物専門家の知見を集積したデータベースに基づき、保全計
画に必要な情報を迅速に提供できるツール。

大成建設 ○ ○ ●
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
020/201119_4977.ht
ml

環境に配慮した工事
多用な生物が利用する環
境の創出

札幌ドームでは、エコロジカルプランニングの手法を用い、そのための計画条件を提供
し、生物に配慮した外構計画を支援した。施設稼働後も、長期にわたるモニタリングを実
施し、創出した環境が生物多様性に寄与していることを検証している。

大成建設 ● ● ●

https://www.pref.fu
kui.lg.jp/doc/shizen/
satotisatoyama/sato
yama-
initiative_d/fil/01.pdf

地域性在来植物トレーサビリ
ティ認定

地域性在来植物の適正管
理

地域性在来植物による緑化の適正な普及のためには、植物の採取から育成、出荷まで
の工程における、適正な管理が求められる。筑波技術研究所内にある「つくば再生の里」
では、造成工事前に植栽に用いる植物の種子及び苗を採取した場所、育てた場所、その
間の管理方法など出荷に至る履歴を連続的に記録し、育成し、樹木に対するトレーサビリ
ティ認定を取得した。

戸田建設 ○ ●
https://www.toda.co
.jp/csr/environment
/biodiversity.html

30by30への賛同
2030年までに生物多様性
の損失を止め、回復軌道に
乗せるための活動。

2030年までに陸と海の30%以上を健全な生態系として効果的に保全しようとする目標。こ
の目標達成に向けた取り組みを進めていくための有志連合が「生物多様性のための
30by30アライアンス」。目標達成のためには、国立公園等の既存の保護地区に加えて、
里地里山や企業林、社寺林などを地域、企業、団体によって生物多様性の保全を図った
上でOECMとして国際データベースに登録する。

大林組､鹿島建
設､清水建設､大
成建設､竹中工
務店､鉄建建設､
戸田建設､西松
建設､日本道路､
長谷工ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮ
ﾝ､ﾌｼﾞﾀ、三井住
友建設、りんかい
日産建設

https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3100/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3100/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3100/
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2017/170704_3596.html
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https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2013/130805_3454.html
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https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/201119_4977.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2020/201119_4977.html
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/satotisatoyama/satoyama-initiative_d/fil/01.pdf
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SDGｓ17の目標

「いきものNote®」
動植物・環境モニタリング
システム

建設工事においては、工事区域とその周辺の動植物や自然環境のモニタリングや保全対
策の重要性がますます高まっている。工事の進捗に伴い、日々地形等の状況が変化する
ため、継続的なモニタリングを行い、実施している環境保全対策を最適化する必要があ
る。iPadを用いて効率的かつ精度よく動植物の写真データや位置情報を記録し、電子地
図上へマッピングできる「いきものNote」を開発。

鹿島建設
生態系保全 | 環境
保全技術 | 鹿島建
設株式会社 
(kajima.co.jp)

1リットルの水からホタルの
生息状況を調査

環境DNAを用いた
ホタルのモニタリング

ホタルのDNAのみを効率的に増幅できるPCRプライマー（ホタルのDNAを判別する目印の
働きをするDNA）を開発し、ホタルのDNAを高感度に検出できる方法。

鹿島建設 ●
技術最前線 | 鹿島
技術研究所 | 鹿島
建設株式会社 
(kajima.co.jp)

サンゴ礁を蘇らせる「コーラ
ルネット®」

サンゴ礁の再生
設置するだけで、サンゴが自然にふえる人工基盤、港湾・空港構造物周辺の環境創造と
しても活用。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/tech/c_eco/e
cosystem/index.htm
l#!body_07

建設副産物巡回回収システ
ムの再構築

建材端材の資源循環促進
により建設業界のサーキュ
ラーエコノミーを推進

新たに日本通運の専用回収容器「NRボックス」と充実した物流ネットワークを活用するこ
とで、建設現場から発生する建材端材を効率的に回収し建材製造工場へ運搬することが
可能となり、建設副産物から建材製品への資源循環を一層促進。

大成建設 ○ ● ○ ○
https://www.taisei.c
o.jp/about_us/wn/2
023/230113_9238.ht
ml

ゼロエネルギーと森林循環
構築を実現したOKI 本庄工
場H1棟

脱炭素につながるZEFを定
義することで、持続可能な
社会に貢献する。また、地
元産木材利用による地域
経済と林業の活性化に貢
献する

当社が工場版ZEBを独自に定義したZEF(ネット・ゼロ・エネルギーファクトリー)の第１号プ
ロジェクトとして完成した「OKI 本庄工場H1棟」。施設内に同じ荒川流域である秩父山の木
材を伐採した山林を再造林するための費用の一を負担する他、緑林活動にも参加し将来
にむけた山林再生、森林資源の循環にお客様や地域とともに取り組み、森林サーキュ
ラーエコノミーにも貢献している。

大成建設 ○ ○ ○ ●
https://www.taisei-
design.jp/de/feature
/wooden/

大成建設のカーボンリサイク
ル・コンクリート｢Ｔ-ｅＣｏｎｃｒｅ
ｔｅ/Ｃａｒｂｏｎ-Ｒｅｃｙｃｌｅ｣

環境配慮コンクリートの使
用によりＣＯ２削減やカー
ボンリサイクル製品・産業
副産物の有効利用、脱炭
素社会・循環型社会に貢
献する

製造時のＣＯ２排出量を削減した様々な環境配慮コンクリートを開発している。ＣＯ２から
製造するカーボンリサイクル製品を用いて「Ｔ-ｅＣｏｎｃｒｅｔｅ」の製造過程のＣＯ２収支をマ
イナスにする｢Ｔ-ｅＣｏｎｃｒｅｔｅ/Ｃａｒｂｏｎ-Ｒｅｃｙｃｌｅ｣を開発、実施適用。カーボンニュートラ
ル社会に貢献する環境ソリューションとして注目が集まっている。

大成建設 ○ ○ ○ ● https://www.taisei.c
o.jp/t-econcrete/

生物多様性への配慮
生物多様性向上プロジェク
トの推進

当社が設計するプロジェクトを通じて自然が持つ多様な機能を活かした最適な土地利用
を推進するため、生物多様性に着目し、地域の植生や土地利用の歴史への配慮、生態系
ネットワーク創出、関係者参画による計画・設計から竣工後の維持管理・運営までの一貫
した取り組みなどの活動について、適用実績を蓄積している。

竹中育英会学生寮建替計画（計画） 竹中工務店 ● ●

https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/katri/technology/front_line/ff_002/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.kajima.co.jp/tech/c_eco/ecosystem/index.html#!body_07
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei.co.jp/about_us/wn/2023/230113_9238.html
https://www.taisei-design.jp/de/feature/wooden/
https://www.taisei-design.jp/de/feature/wooden/
https://www.taisei-design.jp/de/feature/wooden/
https://www.taisei.co.jp/t-econcrete/
https://www.taisei.co.jp/t-econcrete/
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SDGｓ17の目標

ホタルモニタリングシステム

開発事業や建設工事の現
場周辺に生息するホタル
の発生状況をICTの活用に
より、効率的かつ高精度に
モニタリングするシステム

一眼レフカメラやネットワークカメラでホタルの生息区域を動画撮影し、専用のソフトウェア
で解析することで、動画中に出現したホタルの個体数を自動的にカウント。従来の目視調
査よりも効率よく、正確にホタルの発生状況を把握することができるようになり、その結果
を事業計画に反映させることで、ホタルの生息環境を適切に保全することを可能とする。

ﾌｼﾞﾀ ○ ○ 　 ● 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3104/

消失が危惧される地域固有
の大型海藻類を再生・保全

大型海藻類の配偶体長期
保存と計画的大量培養技
術

近年、全国の沿岸域で深刻な問題となっている藻場衰退の解決に向け、各地域に生育す
る固有の大型海藻類を、年間を通じて生産できる技術を開発。本技術は、消失が危惧さ
れる藻場に生育する大型海藻類の母藻を予め採取し、当該母藻が放出する胞子のオス
とメスを配偶体として少量の保存液に長期間保存、随時、浮遊状態にして大量培養できる
技術。生物多様性確保やブルーカーボン創出・貯留にも寄与する。

鹿島建設 ●
https://www.kajima.
co.jp/news/press/2
02207/5e1-j.htm

生物多様性の保全・向上 自然共生社会の実現

2017年に「竹中生物多様性促進プログラム」の一つとして「清和台の森づくり」を開始し
た。兵庫県川西市にある当社の研修所８haの敷地全体を自然共生実証フィールドとして、
生態系・生物多様性保全のモデルをつくり、実践する活動で、①整備・保全、②体験型研
修、③研究開発・環境技術発信、④ステークホルダーとの連携・協働という4つの活動を行
い、自然資本を支える生物多様性の保全の人材育成を行うとともに、ここで得た知見を建
築作品やまちづくりへと活かし、お客様への価値提供へとつなげている。

竹中工務店 ● ○ ○ ○
https://www.takena
ka.co.jp/enviro/feat
ure/05/

水質浄化工法 「うみすまし」
閉鎖性海域における水質
改善に貢献

海底への有機物の集積や密度成層の形成による底層水の停滞、これに伴う底層の貧酸
素化、栄養塩の溶出による富栄養化の進行という問題が生じている閉鎖性水域の水質改
善を目的とする。
動力を用いた水流の発生により海底付近の流れの停滞を解消し、溶存酸素を回復すると
ともに富栄養化の原因となる栄養塩の溶出や底生生物に有害な硫化物を低減する。

五洋建設、海洋
エンジニアリン
グ、海洋開発技
術研究所、東京
製綱繊維ロープ
の共同開発

○ ●

https://www.penta-
ocean.co.jp/busines
s/tech/environment
/beach/umisumashi.
html

生物多様性配慮型の緑地計
画

生物多様性評価ツール「い
きものプラス＊」等を活用し
て、計画地域に適した推奨
植栽植物を選定

環境に配慮した建物の緑化計画他、法面緑化など土木の植栽計画にも活用できる。
また、推奨植栽植物種に誘致可能な鳥類や蝶類(誘致種)も確認できる。

＊「いきものプラス」は、株式会社安藤・間、株式会社淺沼組、株式会社鴻池組、西武建
設株式会社、東亜建設工業株式会社、西松建設株式会社、三井住友建設株式会社との
共同開発。

錢高組 ● ○ ○
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech78
.html

生物間ネットワークの例

（いきものプラスより）

https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3104/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3104/
https://www.fujita.co.jp/solution-technology/3104/
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.kajima.co.jp/news/press/202207/5e1-j.htm
https://www.takenaka.co.jp/enviro/feature/05/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/feature/05/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/feature/05/
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.penta-ocean.co.jp/business/tech/environment/beach/umisumashi.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech78.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech78.html
https://www.zenitaka.co.jp/tech/tech78.html
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SDGｓ17の目標

2-1-4.環境汚染防止

工事濁水処理システム
『AQUA-FILTER SYSTEM』

さまざまな工事シーンにて
汚してしまった水を、きれい
にして自然に戻すための濁
水処理システム

懸濁物質の凝集性能に優れながらも、魚毒性の少ない無機系粉体凝集材を採用し、この
凝集材の性能を最大限に発揮できる専用の設備を組み合わせることで、省スペース・省メ
ンテナンスな設備でありながら、工事濁水を水道水並みに清澄化する処理を実現した。従
来設備に比較し1/2以下の設置面積（60t/h級:7L×1.7W×2.4Hm、5.4t）。

前田建設工業 ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/tech_service/
detail/aqua_filter_sys
tem.html

津波堆積物および混合廃棄
物の浄化技術

津波堆積物と、ふるい下に
集められる多量の廃棄物
や有害物質を除去し、より
良質な土木資材（洗浄砂、
洗浄礫）を生成

この施設の濁水処理の過程で不溶化剤を添加し、有害物質の溶出抑制を行うことで、海
面埋立材などの土木資材として利用する。

鹿島建設 ● ○
https://www.kajima.
co.jp/tech/indust_w
aste/waste/index.ht
ml#pagetop

エコロジサイト（物流拠点）

建設現場周辺で発生する
待機車両に起因する交通
渋滞や交通事故、アイドリ
ングによる排気ガスなどの
大気汚染の改善

建設資材搬入車両の待機や積み荷の積み替えを行うための物流拠点（エコロジサイト）を
東京、横浜、大阪に構築し、トライアルを開始。

大林組 ● ○
https://www.obayas
hi.co.jp/news/detail
/news20220909_1.h
tml

汚染土壌、埋設廃棄物等対
策

土壌・地下水環境への対
応

重金属汚染浄化、地下水汚染浄化、VOC汚染原位置浄化、油回収など。 鹿島建設 ○ ●

土壌汚染、埋設廃棄
物等対策 | 技術と
サービス | 鹿島建設
株式会社 
(kajima.co.jp)

ＦＡＳＴシステム
最終処分場における焼却
灰の早期安定化技術

最終処分場に埋め立てる前の焼却灰に散水・通気による「前処理」を行い、焼却灰の安
定化（環境に影響を与えない状態）を進める。前処理済みの安定化が進んだ灰を埋め立
てることにより最終処分場の早期廃止を可能とする。

　 ﾌｼﾞﾀ ○ 　 　 　 　 　 ○ 　 ● ● 　 　 　 　 　
https://www.fujita.c
o.jp/solution-
technology/3124/

イオン交換樹脂を用いた水
中の有機フッ素化合物
（PFOS・PFOA）吸着処理シ
ステム「De-POP’s ION™」

水中の有機フッ素化合物
（PFOS・PFOA）を効率よく
除去

池・水槽等に存在する有機フッ素化合物を、効率的に除去する独自の技術。
本システムは、「除濁装置ユニット」と「イオン交換樹脂塔ユニット」の2ユニットで構成され
ており、「除濁装置ユニット」は、処理対象水の中に含まれるPFOS・PFOAを効率よく除去
する上で阻害要因となる微細な砂やゴミなどの懸濁物を取り除く。その後工程である「イオ
ン交換樹脂塔ユニット」は、PFOS・PFOA処理専用に開発されたイオン交換樹脂が充填さ
れており、PFOS・PFOAを効率的に除去する。
また、池・湖沼や水槽等の近くまで運搬設置し、現地にてPFOS・PFOAを除去することが
可能。

前田建設工業 ● ○ ○
https://www.maeda.
co.jp/news/2022/1
1/21/5383.html

SPRED(Square Profile 
Replacement and Digging 
Method)工法

敷地境界の汚染土壌の除
去や浄化壁の構築に有効
な矩形掘削工法

面的に広がった汚染土壌の掘削除去や浄化壁を構築する場合、従来の円形ケーシング
を用いた掘削方法では、円形断面のラップ部分が多くなり、再掘削量の増加による汚染
土壌の処分費がコストアップの要因となっていた。SPRED工法は、矩形のケーシングを用
いることで、従来の円形掘削工法に比べ再掘削量を低減でき、これにより汚染土壌の搬
出土量および浄化資材の使用量が少なくなるため、処分費等のコストダウンと環境にやさ
しい工法である。

錢高組 ○ ●
https://www.zenitak
a.co.jp/tech/tech71
.html

掘削状況

浄化資材

https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.maeda.co.jp/tech_service/detail/aqua_filter_system.html
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.kajima.co.jp/tech/indust_waste/waste/index.html#pagetop
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.obayashi.co.jp/news/detail/news20220909_1.html
https://www.kajima.co.jp/tech/soil_pollution/index.html
https://www.kajima.co.jp/tech/soil_pollution/index.html
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